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1 ．は じ め に
　本学部では、2012年 3 月に 4 期生を輩出した。 1 期生は 4 年目の看護職とな
り、プリセプターとして新人看護職の職場適応を促がす役割を担い、チーム
リーダも任せられるようになる時期である。基礎教育卒業後の看護職は、就業





















2 ．研 究 方 法
1 ） 研 究 対 象
　本学看護学部卒業生（ 1 ～ 4 期生）で『Skills Lab 研修』に参加し、研究協力に
同意を得た者とした。
2 ） 調 査 期 間
　2012年 6 月23日～2013年 2 月16日
　『Skills Lab 研修』の学習プログラム及び学習目標は、表 1 の通りである。






















表 1 　2012年度 Skills Lab 研修の学習プログラムと学習目標































































































表 2 　Skills Lab の研修プログラム受講者数と質問紙回収数
回 受講者数（人） 質問紙回収数 回 受講者数（人） 質問紙回収数
1 25 17 5 16 16
2 32 32 6 16 16
3 20 17 7 12 12
4 20 17





表 3 　各回の記載内容の重要キーワード（上位 5 位）

























































































































































































図 6 　第 5 回コンセプトマップ
シミュレーション教育に参加した卒業生の学びの内容
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第 1 ～ 3 回は基本となる看護技術、第 4 ～ 6 回は状況設定下での看護技術の応
用、第 7 回は創傷、ストマという専門領域における看護実践力を養うことを目
的として、 7 回の学習プログラムと学習目標を設定した。各回のコンセプトマ


































　受講者の中には、結果3-3）- ⑷の［ 2 年目で急変には遭遇したことがない］
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